
　

根
雨
・
日
野
保
育
所
が
統
合
し
た「
ひ
の
っ

こ
保
育
所
」
が
開
所
し
ま
し
た
。
い
い
で

し
ょ
う
。
こ
ん
な
大
き
な
木
の
柱
が
あ
る
ん

だ
よ
―
と
大
満
足
の
園
児
た
ち（
さ
く
ら
組
）



　
「
自
慢
の
保
育
所
だ
よ
。
い
い

で
し
ょ
う
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

園
児
た
ち
。
ピ
カ
ピ
カ
の
園
舎
に

大
喜
び
で
、
さ
っ
そ
く
広
い
遊
戯

室
で
は
し
ゃ
ぎ
回
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
環
境
で
充
実
し
た
保

育
を
し
よ
う
と
、
昨
年
７
月
か
ら

津
地
地
内
（
町
運
動
広
場
隣
り
）

2広報ひの

広い遊戯室で走り回る園児たち。やさしい日差しが注ぎ、木目の床や壁に反射する。この場所は園児たちに大人気

 保育所は自然に囲まれた場所に。日野の山々が見守る ３月７日の開所式。園児たちが元気な声で歌って祝う　子育てを応援

ひのっこ保育所

木の香りいっぱいの保育所誕生
次代を担う子どもたちをはぐくむ



に
工
事
を
進
め
て
い
た
根
雨
保
育

所
と
日
野
保
育
所
の
統
合
保
育
所

「
ひ
の
っ
こ
保
育
所
」
の
園
舎
が

２
月　

日
に
完
成
し
ま
し
た
。
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３
月
３
日
に
は
関
係
者
ら
に
よ

る
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
４
日
に
は

建
物
内
を
一
般
公
開
し
、
多
く
の

人
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ひ
の
っ
こ
保
育
所（
定
員　

人
）

90

は
、
町
内
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
い
、
細
部
に
わ
た
り

木
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
建
物

は
南
側
に
面
し
、
や
さ
し
い
日
が

差
し
込
ん
で
き
ま
す
。
建
物
の
中

に
い
る
と
木
の
温
も
り
を
感
じ
、

や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
心
ま

で
明
る
く
な
り
ま
す
。

　

広
々
と
し
た
遊
戯
室
に
は
５
本

の
大
き
な
ス
ギ
の
柱
。
子
ど
も
た

ち
３
人
で
抱
き
つ
い
て
も
届
か
な

い
ほ
ど
大
き
な
物
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
保
育
室
（
２
歳
か
ら
５
歳

児
）
が
４
室
、
乳
児
室
（
０
歳
）、

ほ
ふ
く
室
（
１
歳
）、
も
く
浴
室
、

子
育
て
支
援
室
、
調
理
室
な
ど
木

造
平
屋
建
の
約
９
９
８
平
方
㍍
。

広
い
園
庭
に
は
ブ
ラ
ン
コ
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
の
遊
具
や
プ
ー

ル
も
あ
り
ま
す
。

　

建
物
は
、
床
の
段
差
を
な
く
し

た
り
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
く
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
対
策
に
有
害
物
質
を
含
ま
な
い

材
料
を
使
用
。
耐
震
性
に
も
優
れ

て
い
ま
す
。
深
夜
電
力
利
用
に
よ

る
経
費
の
削
減
も
図
り
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
最
大
限
の
効
果
が

上
が
る
よ
う
造
ら
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
、
保
育
所
に
来
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
、
自
慢
で
き
る

建
物
（
事
業
費
＝
２
億
７
６
０
８

万
９
千
円
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
保
育
所
は
建
物
も
す
ば
ら
し

い
で
す
が
、
周
辺
の
景
観
も
良
く
、

目
の
前
に
は
清
流
「
日
野
川
」
が

流
れ
、
国
立
公
園
「
宝
仏
山
」（
標

高
１
０
０
５
㍍
）
や
日
野
の
山
々

を
望
め
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
自
然
豊
か
な
環
境
が
「
ひ
の
っ

こ
保
育
所
」
の
名
称
（
黒
坂
小
４

年
・
矢
田
貝
春
奈
さ
ん
命
名
）
の

と
お
り
、
ま
ち
の
子
と
し
て
、
す

く
す
く
と
育
て
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

新
保
育
所
で
特
に
目
を
引
く
の

が
「
子
育
て
支
援
室
」。
ま
ち
は
、

子
育
て
相
談
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル

を
支
援
す
る
た
め
、
入
所
し
て
い

な
い
子
ど
も
た
ち
の
交
流
や
保
護

者
た
ち
の
情
報
交
換
の
場
、
仲
間

づ
く
り
の
場
と
し
て
の
活
用
を
期

待
。
４
月
か
ら
利
用
で
き
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
７
日
に
は
開
所
式
が
行
わ

れ
、
園
児　

人
は
、
さ
っ
そ
く
新

71

し
い
保
育
所
で
の
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
感
想
を
聞
く
と

「
木
の
香
り
が
い
い
に
お
い
」「
広

い
の
で
い
っ
ぱ
い
遊
べ
て
う
れ
し

い
」「
裸
足
で
も
冷
た
く
な
い
よ
」

「
こ
こ
に
来
る
の
が
楽
し
み
」
と

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
保
育
所
を
自
慢

し
て
い
ま
し
た
。

3 広報ひの

　子どもは地域の宝

です。将来を担う人

としての第１歩を形

成する場とし、安心し

てあずけていただけ

るよう様々な点に配

慮していきます。子

どもたちの健やかな

成長を願います。

　保護者が待ち望ん

でいた新保育所が完

成し喜んでいます。

木の温もりが感じら

れ、明るくとてもいい

環境です。たくさん

の子どもたちがすく

すくと育ってくれる

ことを願います。

日野町長　梅林　豊

ひのっこ保育所保護者会長

小林　博文さん（舟場）

ひのっこ保育所さくら組

山田　愛華さん（貝原）

　新しい保育所は、と

ても広くて部屋の中

でもおもいっきり遊

べます。木の香りが

すごくいいにおいで

す。毎日、来るのが楽

しみです。いっぱい

遊びたいです。

 　　　新しくできた子育て支援室　　
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２月から３月にかけ、歌や音に関係する催しがたくさん開か

れました。人々の心を感動させた催しをまとめて紹介します。

　日ごろの学習成果を発表しようと２月５日、第３回日野高校定

期演奏会が、町文化センターで開かれました。

　演奏会は、合唱部や弦楽合奏部などを選択している同校生徒や

卒業生などが出演。美しく透き通った歌声、ピアノやチェロの独

奏を披露しました。全体演奏では出演者全員が「ハレルヤ」を合唱。

迫力ある演奏と歌声は来観者に感動を与えました。

　

美
し
い
歌
声
が
響
く
―
。
３
月

６
日
、
米
子
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
「
と
っ
と

り
童
謡
音
楽
祭
」
に
、
町
内
の
子

ど
も
た
ち
で
構
成
す
る
「
森
の
子

合
唱
団
」
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
は
、
県
内
外
の
合
唱
団

や
個
人
な
ど　

組
が
出
演
。
ゲ
ス

12

ト
に
は
、
町
民
歌
で
縁
の
あ
る

ダ
・
カ
ー
ポ
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

森
の
子
合
唱
団
は
、
後
半
に
登

場
し
、
２
部
合
唱
で
「
春
が
来
た
」

「
う
ぐ
い
す
」
と
町
民
歌
「
き
ら

り
こ
の
町
」
の
３
曲
を
披
露
。
子

ど
も
た
ち
の
や
さ
し
い
歌
声
が
場

内
に
響
き
ま
し
た
。

　

同
合
唱
団
を
指
導
す
る
田
口
享

さ
ん
（
根
雨
）
は
「
子
ど
も
た
ち

に
は
、
大
き
な
舞
台
で
歌
う
こ
と

で
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
に
生
か
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

森
の
子
合
唱
団
は
、
町
文
化

ホ
ー
ル
「
森
の
音
楽
隊
」
の
名
に

ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
、
結
成　

年
10

目
を
迎
え
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

根
雨
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生

の　

人
で
、
毎
週
月
曜
日
の
夕
方

29
か
ら
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
町
内
外
の
音
楽
祭
や

町
内
の
福
祉
施
設
で
合
唱
す
る
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

日野高校定期演奏会

演奏会のフィナーレは「ハレルヤ」を合唱

心に響く

奏

きらりこの町を披露森の子合唱団
とっとり童謡音楽祭

美しいハーモニー

歌
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姜建華（ジャン・ジェンファー）さん

　中国・上海生まれ。独特な構造で

繊細な音色が特徴の二胡（にこ）奏

者。平成 14年度のＮＨＫ日本ゴー

ルドディスク大賞特別賞を受賞。

【二胡】

　６角形の胴の片側に蛇皮が張

られ、弦は２本。馬の尾の毛で

作られた弓を２弦の間にはさみ、

こすって音を出す。二胡の胡は

「西域伝来」を意味し、シルク

ロードを通って伝えられた。

楊宝元（ヤン・パオウェン）さん

　中国・北京生まれ。豪快で力強い

弦の音色が特色の琵琶（びわ）奏者。

テレビ、映画の演奏をはじめ、オー

ケストラなどと共演し、幅広く活動。

【中国琵琶】

　指に人工の爪をつけ、閉じた

指を外に開くように４本の弦を

はじいて弾く。奈良時代に中国

から日本にも伝来、当時のもの

が正倉院（奈良）に何台か残さ

れている。

～シルクロード悠久のひびき～

県青少年劇場小公演

姜建華　楊宝元
ヤン・パオウェンジャン・ジェンファー

　

本
物
の
舞
台
を
見
て
聞
い
て
―
。

　

２
月　

日
、
古
く
か
ら
中
国
に
伝

14

わ
る 
二
胡 
と
中
国 
琵
琶 
の
演
奏
会

に
こ 

び
わ

「
姜
建
華
・
楊
宝
元
デ
ュ
オ
コ
ン

サ
ー
ト
」（
県
青
少
年
劇
場
小
公
演
）

が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞
し
、
子
ど
も

た
ち
に
多
く
の
こ
と
を
感
じ
取
っ
て

も
ら
お
う
と
、
町
内
の
小
学
生
を
招

待
。
地
域
の
人
も
訪
れ
約
２
０
０
人

が
一
流
の
生
演
奏
に
耳
を
か
た
む
け

ま
し
た
。

　

二
胡
奏
者
の
姜
建
華
さ
ん
、
中
国

琵
琶
奏
者
の
楊
宝
元
は
、
中
国
民
俗

音
楽
や
「
荒
城
の
月
」
な
ど
日
本
の

四
季
を
演
奏
し
ま
し
た
。
２
人
が
奏

で
る
音
色
は
、
時
を
越
え
中
国
の
歴

史
や
広
大
な
大
地
を
思
わ
せ
、
来
観

者
た
ち
は
目
を
閉
じ
て
ゆ
っ
く
り
と

し
た
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　「ピーン」と水が 瓶 の中に落ちる音が心地
かめ

よい―。まちには、清らかに流れる日野川

や板井原川、まち中を流れる井出川などが

あり観光客にも好評。このせせらぎの音で

心を癒してほしいと、まちづくり日野が

「水琴窟」をまちに設置しました。

　水琴窟は、瓶の中に落ちる音が反響し、

琴のような音色に聞こえるようにしたもの

で、上から水をかけ、竹筒を耳に当てると

涼しげな音が伝わってきます。

　まちづくり日野が、この癒しの音でまちをＰＲし、少しでも商店

街がにぎやかになれば―との思いで２月17日、出雲街道沿いの根雨

街内６か所（商店や自宅前）に水琴窟（瓶の高さ 50㌢、胴回り 110

㌢）を置きました。

いや

水をかけ、竹筒を耳に当てると癒しの音が聞こえる

弾

まちに癒しの音
まちづくり日野が水琴窟を設置

鳴  すい       きん        くつ

いや
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山
岳
写
真
家
で
あ
り
、
高
山

 
蝶 
の
研
究
家
と
し
て
も
高
い
評
価

ち
ょ
う

を
得
て
い
る
日
野
町
出
身
の
故
田

淵
行
男
さ
ん
の
作
品
が
２
月　

日
、

15

田
淵
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
黒
坂
小

学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
に
生
誕
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
６

月
に
故
郷
で
あ
る
日
野
町
で
作
品

展
（
平
成　

年
６
月　

日
か
ら　

16

13

26

日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
県
を
越
え
た
交
流
が
深
ま
り

「
黒
坂
小
で
過
ご
し
た
日
々
が
田

淵
行
男
の
原
点
。
母
校
の
子
ど
も

た
ち
に
い
つ
も
作
品
を
見
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
か
ら
田
淵
行
男
記

念
館
が
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
田
淵
さ
ん
が
居

を
移
し
、
生
涯
を
過
ご
し
た
長
野

県
豊
科
町
に
あ
る
田
淵
行
男
記
念

館
の
赤
羽
行
雄
館
長
が
来
町
。
同

記
念
館
に
梅
林
町
長
が
感
謝
状
を

贈
り
、
児
童
を
代
表
し
て
高
橋
萌

さ
ん
（
黒
小
５
年
）
が
「
昨
年
の

作
品
展
を
見
て
槍
ヶ
岳
や
蝶
の
写

真
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
も

ら
っ
た
写
真
を
大
切
に
し
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
作
品
は
、
田
淵
さ
ん

の
代
表
作

で
も
あ
る

「
暮
れ
ゆ

く
常
念
」

（
常
念
岳

を
槍
ケ
岳
方
面
か
ら
写
し
た
光
景

＝
縦
１
０
２
㌢
、
横
１
３
０
㌢
）

と
「
結
ば
れ
た
雌
雄 
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
」（
高
山
蝶
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
の
つ
が
い
を
撮
影
＝
縦　

㌢
、

60

横　

㌢
）
の
２
点
の
モ
ノ
ク
ロ
写

75
真
。
田
淵
さ
ん
直
筆
、
山
に
は
多

く
の
楽
し
み
が
あ
る
と
い
う
意
味

「
一
山
百
楽
」
と
書
か
れ
た
色
紙

も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
後
は
、
田
淵
行
男
記
念
館
長

の
赤
羽
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
、
田

淵
さ
ん
の
写
真
や
蝶
研
究
へ
の
思

い
、
自
然
環
境
保
護
の
大
切
さ
な

ど
を
語
り
、
そ
の
言
葉
に
子
ど
も

た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

赤
羽
さ
ん
は
「
作
品
に
は
、
自

然
保
護
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

は
、
大
先
輩
の
写
真
を
見
て
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し

い
。
モ
ノ
ク
ロ
写
真
か
ら
想
像
力

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
黒
坂
小

学
校
の
玄
関
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　明治 3

撮影に取り組む。

昭和 36 年、豊科町に居を移し生涯

をその地でおくる。昭和 59 年に同

町の名誉町民第１号になり、没後、

平成２年に田淵行男記念館が開館。

年間を通じて多くの写真・自然愛好

者が訪れている。日本各地の山岳

写真やエッセイ集など生涯で 37冊

もの著作を発表。

 たぶち・ゆきお（1905 ～ 1989）

母
校
の
黒
坂
小
に
寄
贈

山
岳
写
真
家　

故

田
淵
行
男
さ
ん
の
作
品

  
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が

  
想
像
力
を
ふ
く
ら
ま
せ
る

日
野
町
出
身

長野県豊科町の田淵行男記念館から田淵さんの作品が贈られ、全校児童は大喜び

田淵行男
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場所時間日

舟場コミュニティーセンター前

広島ガス住設前（高尾）

金持公民館前

板井原公民館前

町青年の家前（濁谷）

１３：１５～１３：３０

１３：４０～１３：５０

１４：００～１４：１０

１４：２０～１４：３０

１４：５０～１５：００

４月６日（水）

野田みちくさの館前

津地自治会館前

町老人憩いの家前（下榎）

上本郷公会堂前

奥渡公民館前

山村開発センター前（根雨）

１３：１０～１３：３５

１３：４５～１３：５５

１４：０５～１４：２０

１４：３０～１４：４０

１４：５０～１５：００

１５：２０～１６：００

４月７日（木）

久住集会所前

小河内バス停前

上菅駅前

町公民館前（黒坂）

１３：２０～１３：３０

１３：５０～１４：００

１４：１０～１４：２０

１４：３０～１５：１０

４月８日（金）

山村開発センター前（根雨）１３：２０～１４：１０６月１０日（金）

料
金

　（登録料・注射済証交付料・注射料）新規登録の方

　（注射済証交付料・注射料）登録済の方

　（希望者のみ）80 円犬マーク

平成１７年度の犬の登録と狂犬病予防注射を実施します。 お願いだワン !

登録にあたっては、犬の「名前」「生年月日」「種類」「性別」等が分かるようにしてください。

■犬が固定できる人が連れて来てください。

■集団接種できない場合は、犬猫病院で個人注射を受けてください。

　【問合せ】町健康福祉センター（電話 72-2555）

　

子
ど
も
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
子
ど
も
自
身
が
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
を
も
ち
、
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
は
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
歩
行
者
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
、

自
転
車
な
ど
道
路
を
利
用
す
る
人
み
ん
な
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
約
束
で
す
。

　

道
路
を
歩
く
と
き
は
歩
道
を
歩
く
。
歩
道

の
な
い
道
路
で
は
右
側
を
歩
く
。
横
断
歩
道

以
外
で
横
断
し
な
い
。
赤
信
号
で
は
横
断
し

な
い
―
。
日
ご
ろ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
身
近
な
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、

こ
う
し
た
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ

を
一
つ
ひ
と
つ
教
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
ど
も
は
大
人
の
行
動
を
見
な
が

ら
物
事
を
覚
え
て
い
く
も
の
で
す
。
大
人
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
の
手
本

と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

春
は
新
入
学
の
季
節
。
新
１
年

生
は
道
路
の
１
人
歩
き
も
ま
だ
不

慣
れ
。
毎
日
通
う
学
校
ま
で
の
道

路
に
も
危
険
や
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
子

ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
教
え
、

き
ち
ん
と
守
ら
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
身

近
な
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、
子
ど
も
と
い
っ

し
ょ
に
交
通
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

犬の登録・狂犬病予防注射
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菅
福
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
厄
払
い

の
伝
統
行
事
「
ほ
と
ほ
と
」
が
２
月　

日
、

12

同
地
区
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
４
軒
の
家
を
訪
問
。
外
も
暗
く

な
っ
た
午
後
６
時
半
過
ぎ
、
み
の
と
か
さ

を
身
に
つ
け
た
神
様
役
の
若
者
５
人
が
、

神
様
が
扉
を
た
た
く
音
「
ホ
ト
ホ
ト
」
と

大
き
な
声
で
言
い
な
が
ら
、
馬
や
し
め
縄

な
ど
の
わ
ら
細
工
を
入
れ
た
か
ご
を
該
当

の
家
々
に
届
け
ま
し
た
。

　

縁
側
に
用
意
さ
れ
た
酒
や
祝
儀
を
ほ
と

ほ
と
役
が
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
家
人

が
勢
い
よ
く
冷
水
を
浴
び
せ
ま
し
た
。

　

ほ
と
ほ
と
は
、
神
様
が
厄
年
を
迎
え
た

人
の
家
に
厄
よ
け
の
品
を
持
っ
て
訪
問
。

お
礼
の
品
々
を
受
け
取
っ
て
帰
る
と
き
に

厄
が
つ
か
な
い
よ
う
に
水
を
か
け
、
１
年

の
幸
福
を
願
う
行
事
。
同
地
区
で
は
次
代

に
伝
統
行
事
を
伝
え
て
い
こ
う
と
３
年
前
、

　

年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

25 冷
水
浴
び
せ
て
厄
払
い

伝
統
奇
習
行
事
「
ほ
と
ほ
と
」

勢いよく冷水を浴びせられる神様「ほとほと」役の人たち

　

楽
し
い
お
話
の
世
界
と
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
わ
ら
べ
歌
―
。「
絵
本
と
わ
ら
べ
う

た
」
が
２
月　

日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で

19

開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
語
り
を
中
心
に
活
動
す
る

末
宗
リ
ツ
子
さ
ん
（
米
子
市
）。
子
ど
も

た
ち
は
手
遊
び
や
わ
ら
べ
歌
を
い
っ

し
ょ
に
楽
し
み
、
大
人
た
ち
は
、
子
ど

も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
本
を
選
ん
だ
ら

い
い
の
か
―
な
ど
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

末宗さん（左）の読み聞かせに絵本の世界に入り込む参加者 各テーブルで料理を説明する恩田さん（右）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た

山
菜
を
楽
し
む
会

　

町
内
で
採
れ
た
山
菜
な
ど
自
然
の
食

材
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
２
月　

日
、

13

山
菜
を
楽
し
む
会
（ 
萌 
会
、
恩
田
記
子

め
ぐ
み

代
表
）
が
町
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら　

人
が
参
加
。
料
理
は
、

32

前
菜
、
煮
物
、
酢
の
物
、
お
造
り
な
ど

　

品
の
料
理
が
膳
に
盛
ら
れ
た
山
菜
フ

18ル
コ
ー
ス
。
食
材
は
同
会
員
ら
が
自
分

た
ち
で
１
年
か
け
て
集
め
た
物
が
使
わ

れ
、
わ
ら
び
、
こ
ご
み
、
ふ
き
、
う
ど
、

み
ょ
う
が
な
ど
の
山
菜
、
イ
ノ
シ
シ
の

肉
や
鯉
こ
く
も
出
さ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
、
ふ
だ
ん
食
べ
ら
れ
な
い
料
理
に
感

動
し
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

自
然
の
恵
み
を
味
わ
う

お
話
し
と
歌
の
世
界

や
く
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新
潟
県
中
越
地
震
で
被
害
に
遭
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
出
し
て
も
ら
お

う
と
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
女
性
会
日
野
町

支
部
が
３
月
２
日
、
農
産
物
加
工
所

「
大
夢
多
夢
」
で
つ
い
た
「
も
ち
」
を

山
古
志
村
の
小
学
校
（
新
潟
県
）
に
贈

り
ま
し
た
。
も
ち
は
、
ひ
な
祭
り
の
時

期
に
ち
な
ん
で
赤
と
白
、
緑
（
ヨ
モ
ギ
）

の
３
色
の
丸
も
ち
。
同
会
員
ら
が
、
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
で
支
援
し
た
い

と
、
心
を
込
め
て
つ
き
、
１
袋　

個
入

15

り
の　

袋
を
箱
に
詰
め
て
贈
り
ま
し
た
。

66

心を込めてついたもちを箱に詰めるＪＡ女性会のメンバー 鳥取市から多くの若者が参加。にぎやかにめんを打つ

Ｊ
Ａ
女
性
部
が
も
ち
を
新
潟
へ

手
打
ち
う
ど
ん
づ
く
り

　

自
分
で
作
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て

も
ら
う
と
、
里
山
も
の
作
り
大
学
（
塾

長
小
谷
博
徳
さ
ん
＝
上
菅
）
の
「
手
打

ち
う
ど
ん
づ
く
り
」
が
２
月　

日
、
町

27

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
参
加
し
た　

人
は
、
う

10

ど
ん
粉
を
こ
ね
る
こ
と
か
ら
始
め
、
生

地
を
寝
か
せ
、
め
ん
棒
で
伸
ば
し
、
包

丁
や
製
麺
機
を
使
っ
て
手
作
り
う
ど
ん

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
水
に
さ
ら
し
た

打
ち
立
て
の
め
ん
は
こ
し
が
あ
り
、
店

で
は
味
わ
え
な
い
手
作
り
の
味
に
、
参

加
者
は
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

手
作
り
は
最
高
の
味

も
ち
を
食
べ
て
元
気
に

　

チ
リ
ン
、
チ
リ
ン
―
。
鈴
の
音
と

読
経
が
地
域
に
響
き
わ
た
る
―
。
真

冬
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
町
仏

教
会
（
八
谷
宣
道
会
長　

か
寺
）
の

10

寒
中
た
く
鉢
が
２
月　

日
に
黒
坂
地

11

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
網
代

が
さ
と
黒
の
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
僧

り
ょ
た
ち
は
、
手
に
し
た
鈴
を
鳴
ら

し
、
般
若
心
経
を
唱
え
な
が
ら
家
々

を
回
り
ま
し
た
。

　

八
谷
会
長
は「
昨
年
は
、
水
害
や
新

潟
県
中
越
地
震
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
多
く

あ
っ
た
年
で
し
た
。
地
域
の
平
穏
を

願
い
、
１
年
が
明
る
い
年
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
」と
話
し
、
一
心
不
乱
に

経
を
唱
え
て
い
ま
し
た
。

　

た
く
鉢
は
、
町
仏
教
会
が
修
業
と

社
会
福
祉
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

昭
和　

年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

11

す
。
黒
坂
・
根
雨
地
区
と
も
風
情
あ

る
僧
り
ょ
た
ち
の
姿
を
写
そ
う
と
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
た

ち
が
集
ま
り
、
そ
の
姿
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
町
内
の
保

育
所
や
小
中
学
校
、
町
内
の
社
会
福

祉
施
設
、
国
内
外
の
被
災
地
な
ど
に

寄
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雪降るまちに鈴と経が響く
町仏教会が「寒中たく鉢」

地域の安全を祈り一心不乱に経を唱える僧りょたち



　

警
察
署
の
管
轄
区
域
の
再
編
に

伴
い
、
日
野
町
で
は
高
尾
駐
在
所

と
本
郷
駐
在
所
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
根
雨
駐
在
所

が
町
内
の
全
地
域
を
受
け
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

再
編
後
の
治
安
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
警
察
活
動
の
強
化
や
パ

ト
カ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
治
安
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

▽
根
雨
駐
在
所

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
０
５
３
）

72

▽
黒
坂
警
察
署

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
１
１
０
）

74

　

育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者
の

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
（
４
月
１

日
か
ら
施
行
）。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▽
休
業
の
取
得
に
よ
っ
て
雇
用
の

継
続
が
見
込
ま
れ
る
期
間
雇
用
者

で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
育
児
休
業
や
介
護
休
業
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
保
育
所
に
入
所
を
希
望
し
て
い

る
が
、
入
所
で
き
な
か
っ
た
等
の

場
合
は
、
子
ど
も
が
１
歳
６
か
月

に
達
す
る
ま
で
育
児
休
業
が
で
き

ま
す
。

▽
対
象
家
族
１
人
に
つ
き
、
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
い
た

る
ご
と
に
１
回
の
介
護
休
業
が
で

き
ま
す
。
期
間
は
通
算
し
て　

日
93

ま
で
。

▽
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
は
、
１
年
に
５
日
ま
で
、

病
気
・
ケ
ガ
を
し
た
子
の
看
護
の

た
め
に
休
暇
を
取
得
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

鳥
取
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
１
７
０
９
）

29

　

鳥
取
県
は
、
荒
廃
が
進
む
森
林

を
守
り
育
て
る
取
り
組
み
を
行
う

た
め
、
森
林
環
境
保
全
税
を
４
月

１
日
か
ら
導
入
し
ま
す
。

　

現
在
の
個
人
県
民
税
お
よ
び
法

人
県
民
税
均
等
割
に
上
乗
せ
し
ま

す
（
個
人
県
民
税
に
３
０
０
円
、

法
人
県
民
税
均
等
割
に
６
０
０
円

か
ら
２
万
４
０
０
０
円
を
上
乗

せ
）。
年
間
の
税
収
は
１
億
円
を

見
込
み
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備

を
行
っ
た
り
、
森
林
教
室
な
ど
森

づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

鳥
取
県
庁
税
務
課

（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
７
０
５
３
）

26

試
験
区
分　

海
上
保
安
学
校

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

56

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学

校
、
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
お
よ

び
９
月
ま
で
に
卒
業
見
込
者
等

受
付　

４
月
１
日
か
ら
４
月
８
日

１
次
試
験　

５
月　

日（
米
子
市
）

22

【
問
合
せ
先
】

境
海
上
保
安
部
管
理
課

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
５
３
２
）

42
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駐
在
所
の
管
轄
区
域
を
再
編

 
高
尾
・
本
郷
駐
在
所
が
廃
止

  掛金（１人）　　　　　　　　　　対    象    団    体

　　５００円
　子どもの団体（中学生以下）

　文化・ボランティア・地域活動（高校生以上）団体

　１,５００円　高校生以上のスポーツ活動団体

　　８００円　老人クラブなどの団体（６０歳以上）

　９,０００円　危険度の高いスポーツ活動団体

　スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボラ

ンティア・地域・指導活動をする５人以上の団

体を対象に、移動中も含めたグループ活動中の

傷害事故や賠償責任を負う事故を補償する保険

です。現在、加入を受付けています。

■保険期間　４月１日から１年間

■問合せ先　日野町教育委員会事務局　電話７２‐２１０７

　安い掛け金で補償内容も充実

最
優
秀
賞
の
中
西
静
枝
さ
ん
（
左
）

奨
励
賞
の
山
根
友
也
さ
ん
（
右
）

　県内各市町村で優秀な成績を残した人や

スポーツ振興に功績のあった人を表彰する

「日本海新聞スポーツ大賞」の表彰式が２月

２４日、役場町長室で行われました。

　最優秀賞には、約５５０人が参加した八幡物

産杯グラウンドゴルフ大会で優勝した中西

静枝さん（黒坂）。奨励賞には、米子北高校

サッカー部の主将としてチーム引っ張り、

全国高校総体で３回戦まで勝ち進んだ山根

友也さん（野田）が選ばれました。２人には

功績をたたえ、賞状などが手渡されました。

 
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

 
４
月
１
日
か
ら
施
行

 
森
林
環
境
保
全
税

 
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

 
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

 　

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程



11 広報ひの

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
時
期
に

障
害
を
負
い
、
未
加
入
が
理
由
で

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
元
学
生
と
会
社

員
等
の
配
偶
者
を
対
象
に
、
４
月

か
ら
月
額
４
万
円
か
ら
５
万
円
の

「
特
別
障
害
者
給
付
金
」
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
方

　

昭
和　

年
３
月
以
前
の
国
民
年

61

金
任
意
加
入
対
象
者
で
厚
生
年
金

保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
方
の

配
偶
者
ま
た
は
、
平
成
３
年
３
月

以
前
の
同
加
入
対
象
者（
学
生
）で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
中
に
生
じ
た
傷
病
が
、

現
在
の
障
害
基
礎
年
金
１
・
２
級

相
当
の
障
害
状
態
に
あ
る
方
。

請
求
窓
口

住
所
地
の
市
町
村
役
場
に
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
１

日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

米
子
社
会
保
険
事
務
所

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
６
１
１
１
）

34

 
特
別
障
害
者
給
付
金
制
度

 
月
額
４
万
か
ら
５
万
円
を
支
給

２月８日～２月２２日

日野中学校体育館【参加６チーム】

優勝＝野田

２位＝ガールズ

３位＝飛天

最優秀選手＝足羽祐子さん（野田）

２月２７日　日野中学校体育館

参加７チーム

優勝＝ Do. スポーツＢ

２位＝野田

３位＝飛天

最優秀選手＝安藤雅也さん

　　　　　　（Do. スポーツＢ）

スポーツの結果

　

昨
年
は
春
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」
を
受

章
し
、
そ
の
年
の
秋
（　

月　

日
）
に
は
、

10

29

赤
坂
御
苑
で
開
か
れ
た
園
遊
会
に
招
か
れ

出
席
し
ま
し
た
。
国
・
県
関
係
の
方
や
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
方
な
ど
約
２
０
０
０
人

が
招
待
さ
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
に

ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
園
内
の
土
橋
を
渡
る
と
、
広
大
な

芝
生
、
澄
ん
だ
池
、
松
の
緑
、
広
葉
樹
林
が

美
し
く
、
思
わ
ず
た
た
ず
ん
で
眺
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
園
内
数
か
所
に
多
く
の
招

待
者
が
集
ま
り
、
飲
食
を
し
た
り
散
策
し

な
が
ら
互
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
片

山
県
知
事
夫
妻
、
常
田
参
議
院
議
員
夫
妻

も
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
中
山

元
参
事
と
い
っ
し
ょ
に
記
念
撮
影
す
る
こ

と
が
で
き
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

少
し
狭
い
通
路
の
一

番
前
に
立
ち
、
周
囲
の

方
々
と
話
し
合
い
な
が

ら
待
っ
て
い
る
と
、
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
の
姿

が
高
台
の
テ
ン
ト
に
見

え
、
代
表
者
が
交
互
に

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
、
高
台
に
立
た

れ
る
と
、
音
楽
隊
が
「
君

が
代
」
を
演
奏
。
私
は
思
わ
ず
襟
を
正
し
て

斉
唱
し
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
を
始
め
ご
一
家
が
通
路
に
降

り
ら
れ
、
招
待
者
に
お
声
を
か
け
ら
れ
一

歩
一
歩
近
づ
い
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
天
皇

陛
下
か
ら
「
鳥
取
県
の
お
方
で
す
ね
」
と
言

葉
を
賜
り
、
皇
后
陛
下
に
「
今
度
、
古
希

（
数
え
年　

歳
）
を
迎
え
ら
れ
お
め
で
と
う

70

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
申
し
上
げ
る
と
「
あ
り

が
と
う
。
今
日
は
ゆ
っ
く
り
し
て
く
だ
さ

い
」
と
優
し
く
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
に
は
「
お
招
き
く
だ
さ
い
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
い

ま
す
と
、
殿
下
は
「
台
風
被
害
は
ど
う
で
し

た
か
―
」
と
心
配
さ
れ
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
は

「
国
民
文
化
祭
に
は
お
邪
魔
い
た
し
ま
し

た
」
と
、
に
こ
や
か
に
お
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
紀
宮
様
、
高
円
宮

妃
と
通
り
過
ぎ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

お
見
受
け
す
る
だ
け
で
も
有
り
が
た
い

の
に
、
お
言
葉
を
賜
り
私
の
一
生
の
名
誉

で
あ
り
感
激
し
ま
し
た
。
天
皇
ご
一
家
が

退
園
さ
れ
た
後
、
私
は
再
度
、
園
内
を
散
策

し
、
赤
坂
御
苑
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
こ
と
は
、
日
ご
ろ
、
ご
指
導

ご
支
援
賜
り
ま
し
た
日
野
町
の
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
長
年
の
農
業
振
興
功
労
に
よ
り
、
春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た

若
林
朗
さ
ん
（
金
持
）。
受
賞
し
た
年
の
秋
に
は
、
園
遊
会
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

若
林
さ
ん
か
ら
園
遊
会
の
思
い
出
を
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

寄稿文



　

こ
の
度
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
改
訂
版
を
作
成
し
、
自
治

会
長
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
成　

年
に
発
行

11

し
た
も
の
に
新
し
く
加
わ
っ
た

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
テ

レ
ビ
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、
冷

蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

や
皆
さ
ん
か
ら
問
合
せ
の
多
い

品
目
を
加
え
、
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に

ま
と
め
ま
し
た
。
分
別
の
仕
方

が
分
か
ら
な
い
と
き
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
「
ご
み
収
集
カ

17

レ
ン
ダ
ー
」
も
で
き
ま
し
た
。
自

治
会
を
通
し
て
配
布
し
て
い
ま

す
が
、
事
業
所
等
で
足
り
な
い
と

こ
ろ
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
分
別
収
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

役
場
地
域
整
備
課
生
活
環
境
係 

　
　
   　
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

72

今
年
４
月
か
ら
は
、
不
燃
粗
大

ご
み
の
日
（
年
３
回
）
に
、
各
収

集
場
所
で
回
収
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
郵
便
局
の
リ
サ
イ

ク
ル
券
と
粗
大
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
祝
日
は
、
休
ま
ず
可
燃
ご

み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

▽
４
月　

日
（
金
）
み
ど
り
の
日

29

▽
７
月　

日
（
月
）
海
の
日

18

▽
９
月　

日
（
月
）
敬
老
の
日

19

▽　

月　

日
（
月
）
体
育
の
日

10

10

▽
１
月
９
日
（
月
）
成
人
の
日

　

土
曜
日
の
く
ぬ
ぎ
の
森
へ
の

持
込
時
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

時
間
は
、
午
前
８
時　

分
か
ら
午

30

後
４
時
ま
で
で
す
。

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

「ごみの分け方・出し方」
手引き集できました

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の

回
収
方
法
が
変
わ
り
ま
す

祝
日
の
可
燃
ゴ
ミ
収
集
日
を

増
や
し
ま
し
た

く
ぬ
ぎ
の
森
へ
の
持
ち
込
み

土
曜
日
の
時
間
を
延
長

図書館の資料で貸出し期限が過ぎた方は、次に借りられる方の迷惑に

もなりますので、至急にお返しください。

【貸出し期間】１人あたり

　本・木のおもちゃ＝２週間

　ＣＤ・カセット・ビデオ・ＤＶＤ＝１週間

※住所や電話番号を変更される方は、必ず受付までお申し出ください。

　

町
図
書
館
で
は
、
毎
月
１
回
、
図
書
館
で
「
木
の
お
も
ち
ゃ
づ

く
り
」
と
「
布
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
に

よ
り
、
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

楽
し
み
ま
せ
ん
か
―
。

●

　毎月第１日曜日

　午前 10 時～午後 3時
　

●

　7 月・2月を予定しています。
　

●

　11 月に予定しています。

●布おもちゃづくり

　毎月第２月曜日

　午後 1時～午後 4時

・
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
の
参
加
者
（
小
学
生
～
大
人
ま
で
）

・
布
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
図
書
館
の
受
付
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

吉村俊昭さん（濁谷） 木山　登さん（秋縄）

募
集

木
・
布
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
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 滝山公園ツツジまつり　～５月５日まで
 お花見、散策におでかけください。

日１７金 １
 古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月１８土 ２
 ポリオ予防接種　開発センター　
 受付＝午後１時１５分～午後１時３０分　対象※１火１９日 ３
 発泡スチロール・電池の収集日（７班）水２０ 不燃・資源ゴミの収集日（黒坂・菅福地区）月 ４
 発泡スチロール・電池の収集日（８班）木２１ 健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

 発泡スチロール・電池の収集日（９班）金２２ 心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談　
 開発センター・ 老人福祉センター　午後１時～午後３時

火 ５

土２３ 人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

日２４ 発泡スチロール・電池の収集日（１班）水 ６
 古紙の収集日（根雨・日野地区）月２５ 犬の登録・狂犬病予防注射日

 詳しくは７ページに掲載

１歳６か月児、２歳児健診　開発センター
 受付＝午後１時１５分～午後１時３０分　対象※２

火２６ 発泡スチロール・電池の収集日（２班）木 ７

水２７ 年金相談　開発センター　午前１０時～午後２時

 不要犬・猫引取り日　日野保健所
 ※４月 14 日（木）も行います

木２８ 犬の登録・狂犬病予防注射日
 詳しくは７ページに掲載

 可燃ゴミの収集は通常どおり収集します
　　　　　　　　　　　　　　（みどりの日）金２９ 発泡スチロール・電池の収集日（３班）金 ８
 宝仏山 登山道開き
 集合＝町歴史民俗資料館前　午前８時３０分

 犬の登録・狂犬病予防注射日
 詳しくは７ページに掲載

土３０土 ９
 第２２回鳥取県カヌー選手権大会　
 カヌーの里コース（下榎）

日１０
 不燃・資源ゴミの収集日（根雨・日野地区）月１１
 乳幼児相談、１歳３か月児歯科相談
 開発センター　受付＝午後１時１５分～午後１時３０分

火１２
 発泡スチロール・電池の収集日（４班）水１３
 発泡スチロール・電池の収集日（５班）木１４
 発泡スチロール・電池の収集日（６班）金１５
 行政相談　開発センター　午前９時～午前１２時土１６

72‐0334健康福祉課72‐0333住民ふれあい課72‐0332企画振興課72‐0331総務課
72‐2105出納室74‐0211黒坂支所72‐2102農林課72‐2101地域整備課
72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会72‐0335議会事務局 
72‐1191下榎集会所74‐0212公民館72‐2555福祉センター72‐1167給食センター

72‐0331夜間・休日74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所

直
通
電
話

Ｕ・Ｉターン希望者を対象

とっとり就職フェア
　４月１８日（月）　東京交通会館（東京都千代田区）

　４月１９日（火）　大阪新阪急ホテル（大阪市北区）

■問合せ　県庁商工労働部（電話 0857-26-7691）

　　　　　ふるさと鳥取県定住機構（電話 0857-24-4740）

※５月上旬に県内３か所でも予定（後日お知らせします）

カレンダー補足　予防接種・健診の対象内容

※１　Ｈ 16.1 月～ 12 月生まれ

※２　１歳６か月児（Ｈ15.8月～9月生まれ）

　　　２歳児（Ｈ 14.11 月～ 12 月生まれ）



地
域
の
産
物
を
生
か
す

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

そ
ば
づ
く
し
料
理

　

風
味
豊
か
な
地
域
の
産
物
「
そ

ば
」
を
食
べ
て
健
康
に
―
。
町
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
３
月

４
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

「
そ
ば
」
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

料
理
「
そ
ば
づ
く
し
料
理
」
を
振

る
舞
い
ま
し
た
。

　

手
軽
に
作
れ
る
家
庭
料
理
で

そ
ば
の
消
費
拡
大
を
図
り
、
地
産

地
消
を
進
め
る
人
気
の
取
り
組

み
も
３
年
目
。
今
年
も
用
意
さ

れ
た　

食
は
す
ぐ
に
定
員
い
っ

80

ぱ
い
に
な
り
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

料
理
は
、
寿
司
飯
の
代
わ
り
に

ゆ
で
そ
ば
を
の
り
で
巻
い
た
「
そ

ば
寿
司
」
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
パ
ン

粉
を
使
わ
ず
そ
ば
粉
と
そ
ば
の

実
で
作
る
「
そ
ば
粉
コ
ロ
ッ
ケ
」、

そ
の
ほ
か
「
そ
ば
味
噌
」「
そ
ば

サ
ラ
ダ
」
な
ど
の
料
理
が
膳
に
盛

ら
れ
、
デ
ザ
ー
ト
も
「
そ
ば
粉

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
が
用
意
さ
れ
る

な
ど　

品
の
そ
ば
フ
ル
コ
ー
ス
。

11

味
付
け
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
同

会
員
が
思
考
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
仕
込
み
、
当
日
も
、
同

会
員
ら
約　

人
が
集
ま
り
早
朝

25

か
ら
調
理
し
ま
し
た
。

　

食
事
会
が
始
ま
る
と
、
参
加
者

は
一
品
一
品
ど
の
よ
う
な
調
理

方
法
か
―
な
ど
工
夫
さ
れ
た
料

理
に
興
味
を
示
し
な
が
ら
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
は
「
薄
味
で

素
材
そ
の
も
の
の
味
が
生
き
て

い
る
。
彩
り
も
す
て
き
で
食
欲

を
誘
い
ま
す
」「
ど
の
料
理
も
工

夫
さ
れ
て
い
て
す
ば
ら
し
い
で

す
。
さ
っ
そ
く
挑
戦
し
て
み
ま

す
」
と
話
し
、
同
会
長
の
佐
々
木

高
子
さ
ん
（
舟
場
）
は
「
食
は
人

に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

家
庭
料
理
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

は
、
正
し
い
食
生
活
の
あ
り
方
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
広

め
よ
う
と
、
地
元
で
採
れ
た
食
材

を
使
い
な
が
ら
家
庭
で
作
れ
る

ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
を
考
案
し
、
地

域
に
伝
え
て
い
ま
す
。
食
文
化

を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
活
動
が
昨
年
認
め
ら
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
野
郡
内
は
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き

い
こ
と
や
土
地
の
排
水
が
良
い

こ
と
な
ど
、
そ
ば
栽
培
に
好
条
件

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栽

培
に
手
間
が
か
か
ら
な
い
な
ど

農
地
荒
廃
に
も
一
役
か
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
ば
は
、
良
質
の
タ
ン

パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
類
を
豊
富

に
含
み
、
心
臓
病
や
食
欲
不
振
の

解
消
な
ど
多
く
の
効
果
が
あ
る

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

14広報ひの

そ
ば
寿
司
盛
り
合
わ
せ

味
噌
そ
ば

そ
ば
豆
腐

そ
ば
粉
コ
ロ
ッ
ケ

そ
ば
サ
ラ
ダ

そ
ば
の
実
入
り
お
し
ど
り
お
こ
わ

し
そ
寒
天

そ
ば
豆
腐
の
厚
焼
き
・
ふ
き
・
に
ん
じ
ん

鮎
甘
露
煮
そ
ば
・
酢
味
噌
和
え

天
ぷ
ら
そ
ば

そ
ば
粉
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

彩られたそば料理が膳の上で華開く。味覚、視覚とも大好評



　
「
行
っ
て
き
ま
す
」
あ
た
か
も
そ
う
言
っ
て

い
る
か
の
よ
う
に
頭
上
を
旋
回
し
て
い
く
オ

シ
ド
リ
。

　
「
ま
た
元
気
で
帰
っ
て
お
い
で
」
手
を
振
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
な
ん
と
も
言
え
な
い
瞬
間

で
す
。
い
よ
い
よ
北
帰
行
が
始
ま
り
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
皆
様
に
い
ろ
い
ろ
な
面
で
助

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

い
よ
い
よ
北
へ

料理

届
出　

２
月　

日
～
３
月　

日   
敬
称
略

11

10

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

２
月

川
上　

慶
次
郎　

茂
芳
・
遊
子　

男
の
子　

高
尾

３
月

石
田　

菜
々
月　

正
也
・
サ
ト
子　

女
の
子　

下
榎

小
谷　

沙
愛　
　

勝
美
・
亜
子　

女
の
子　

根
雨

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

２
月

廣
川　

圭
吾　
　
　

歳　
　

根
雨

77

坂
本　

行
恵　
　
　

歳　
　

黒
坂

75

三
好　

喜
重　
　
　

歳　
　

舟
場

96

久
保　

マ
ス
エ　
　

歳　
　

福
長

82

３
月

西
村　

伸
一　
　
　

歳　
　

黒
坂

29

15 広報ひの

　　　「この色合い最高でしょ。ひげ羽も立派でしょ」　　
　　　　　　　　　　　撮影●田口　昉史さん（舟場）

金
婚　



16広報ひの

　

診
療
所
の
待
合
室
に

に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き

わ
た
る
―
。
地
域
が
待
ち
望
ん

だ
日
野
病
院
組
合
の
黒
坂
診
療

所
が
２
月　

日
、
町
公
民
館
内

25

に
開
所
さ
れ
、
診
察
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

開
所
式
で
は
、
管
理
者
の
梅

林
町
長
が
「
地
域
か
ら
望
ま
れ
た

診
療
所
の
開
設
が
実
現
で
き
ま

し
た
。
地
域
が
安
心
で
き
発
展

す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
は
、
施
設
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
健
康
に
暮
ら
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
浜
副

隆
一
病
院
長
は
「
病
院
は
患
者
さ

ん
に
よ
り
近
づ
く
医
療
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
診
療
所
を
健
康

づ
く
り
の
拠
点
に
し
て
、
良
質

の
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
待
ち
わ
び
た
診
療
所
の
開
所

を
祝
い
、
久
住
地
区
の
寿
来
の

会
が
も
ち
を
つ
き
、
黒
坂
地
区

有
志
が
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て
来
場

者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

診
察
前
に
は
、
町
公
民
館
講

堂
で
浜
副
病
院
長
に
よ
る
講
演

会
が
開
か
れ
、　

人
以
上
が
集

90

ま
り
、
病
気
の
予
防
な
ど
健
康

で
過
ご
す
た
め
の
心
得
を
聞
き

ま
し
た
。

　

診
察
は
、
初
日
か
ら
さ
っ
そ

く
地
元
の
人
が
受
診
。
診
療
所

内
の
待
合
室
は
、
順
番
を
待
つ

人
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き
、

浜
副
病
院
長
が
一
人
ひ
と
り
に

や
さ
し
く
声
を
か
け
な
が
ら
診

察
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

受
診
し
た
人
た
ち
は
「
地
域
に

明
る
い
話
題
が
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
」「
近
く
に
診
て
も
ら
え

る
場
所
が
で
き
て
安
心
で
す
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

黒
坂
診
療
所
は
、
毎
週
水
、
金

曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
開
所
。
浜
副
病
院
長
が

出
向
き
内
科
、
外
科
を
診
察
し

ま
す
。
ま
た
、
交
通
手
段
の
利

便
性
を
図
り
、
多
く
の
人
に
受

診
し
て
も
ら
お
う
と
、
無
料
送

迎
車
を
運
行
。
菅
福
、
久
住
、
下

黒
坂
な
ど
各
黒
坂
方
面
に
送
り

迎
え
を
し
ま
す
。

黒
坂
診
療
所
オ
ー
プ
ン

上）浜副病院長の講演会には多くの人がかけつけた

右）開所を祝い関係者によるテープカット

受診者の健康状態を問診する浜副病院長。やさしい人柄が受診者に笑顔をもたらす

My Town Topics

　　
　毎週水・金（３月２０日～４月末）

３月２３日（水）・２５日（金）

 　　３０日（水）
　

４月 １日（金）・ ６日（水）

　　 ８日（金）・１３日（水）

　　１５日（金）・２０日（水）

　　２２日（金）・２７日（水）




